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土と火と己の手に
素直に、自由に

Artist
Clip

なかざと・たかし　陶芸家。1937年、佐賀県
唐津に、中里無庵（十二代中里太郎右衛門）
の五男として生まれる。日本国内のみならず、
世界各国で精力的に活動中。個展多数。長男・
中里太亀、次女・中里花子はいずれも陶芸家。

日本橋店 6階美術画廊　
11 月 15 日（水）→ 21 日（火）
※最終日は午後 4時閉場
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髙島屋美術部創設110年記念
傘寿記念 中里隆 八十壺展

最初に口を作り、ひっくり返して
土の紐を輪積みにし、
最後に高台を作った

Takashi Nakazato

中里隆
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